
広　告

松尾白蟻
シロアリ駆除

☎ 8 7 - 5 1 1 2
南島原市加津佐町乙16番地16

創業昭和四年
お任せください！

午前10時午前10時午前10時

午後5時午後5時午後5時

□日時/2月16日土・17日日
□受付/旧有家駅（有家町）
　スタート 午前10時～午後１時（旧有家駅）
　ゴ ー ル 午後４時（旧有家駅）

□日時/2月16日土・17日日
□受付/旧有家駅（有家町）
　スタート 午前10時～午後１時（旧有家駅）
　ゴ ー ル 午後４時（旧有家駅）

□日時/2月16日土・17日日
□受付/旧有家駅（有家町）
　スタート 午前10時～午後１時（旧有家駅）
　ゴ ー ル 午後４時（旧有家駅）
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市
営
住
宅
入
居
者
募
集

●
募
集
団
地

・
深　
江　
馬
場
団
地…

（
２
戸
）

・
布　
津　
天
ケ
瀬
団
地
（
１
戸
）

・
有　
家　
蒲
河
団
地…

（
１
戸
）

・
南
有
馬　
新
三
崎
団
地
（
１
戸
）

・
南
有
馬　
露
田
団
地…

（
１
戸
）

・
口
之
津　
白
浜
団
地…

（
２
戸
）

・
口
之
津　
早
崎
団
地…

（
３
戸
）

・
加
津
佐　
愛
宕
団
地…

（
２
戸
）

●
募
集
期
間

　
２
月
１
日
㈮
〜
14
日
㈭

●
入
居
資
格
条
件…

収
入
が
基
準

に
該
当
す
る
な
ど
、
市
が
指
定

す
る
条
件
を
全
て
満
た
す
人

※

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

●
入
居
者
の
決
定…

資
格
要
件
を

満
た
し
た
申
込
者
の
数
が
募
集

戸
数
を
超
え
る
場
合
は
、
公
開

抽
選
を
行
い
ま
す
。

●
抽
選
日…

２
月
21
日
㈭

　
午
後
２
時　
南
有
馬
庁
舎

問
都
市
計
画
課 

☎
７
３
‐
６
６
７
７

犬
の
飼
い
方
・
マ
ナ
ー
を

守
り
ま
し
ょ
う

　
最
近
、
犬
の
放
し
飼
い
や
フ
ン

の
後
始
末
に
つ
い
て
、
多
数
の
苦

情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
犬
を
放
し
飼
い
に
す
る
と
、
ま

わ
り
の
人
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と

に
な
り
、
悪
質
な
放
し
飼
い
は
、

条
例
に
よ
る
罰
則
の
対
象
と
な
り

ま
す
。
散
歩
の
際
も
同
様
と
な
り

ま
す
の
で
、
必
ず
制
御
で
き
る
人

が
リ
ー
ド
を
し
っ
か
り
つ
な
い
で

か
ら
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、
フ
ン
の
後
始
末
を
し
な

い
と
、
周
囲
の
生
活
環
境
を
悪
化

さ
せ
た
り
、
公
共
の
場
所
を
汚
し

て
し
ま
う
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

も
し
、
散
歩
中
に
犬
が
フ
ン
を
し

て
し
ま
っ
た
ら
、
必
ず
持
ち
帰
る

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
一
部
の
マ
ナ
ー
を
守
ら
な
い
飼

い
主
の
行
動
で
、
マ
ナ
ー
を
守
っ

て
い
る
た
く
さ
ん
の
飼
い
主
も
迷

惑
を
し
て
い
ま
す
。

　
飼
い
主
と
し
て
最
低
限
の
飼
い

方
・
マ
ナ
ー
を
き
ち
ん
と
守
り
ま

し
ょ
う
。

問
環
境
課 

☎
７
３
‐
６
６
４
４

第
２
１
３
回

コ
レ
ジ
ヨ
市
民
文
化
講
座

　
島
原
藩
の
キ
リ
シ
タ
ン
政
策
は
、

島
原
天
草
一
揆
を
教
訓
に
、
幕
府

や
長
崎
奉
行
の
指
示
に
依
拠
し
た

も
の
で
し
た
。
ま
た
、
島
原
藩
は

一
時
、
天
草
を
預
か
り
地
と
し
ま

す
が
、
こ
こ
で
も
同
様
の
政
策
を

実
施
し
ま
す
。

　
本
講
演
で
は
、
近
著
「
踏
絵
を

踏
ん
だ
キ
リ
シ
タ
ン
」（
吉
川
弘

文
館
）
を
も
と
に
、
踏
絵
を
通
じ

て
キ
リ
シ
タ
ン
取
り
締
ま
り
の
実

像
に
つ
い
て
お
話
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

と
２
月
９
日
㈯

　
午
後
２
時
〜
４
時

ば
あ
り
え
コ
レ
ジ
ヨ
ホ
ー
ル

な「
島
原
藩
の
キ
リ
シ
タ
ン
政
策
」

●
講
師…

熊
本
大
学
大
学
院
人
文

社
会
科
学
研
究
部
准
教
授

　
博
士
（
史
学
、
国
際
文
化
）

　
安
高　
啓
明 

氏

定
40
人

り
無
料

問
あ
り
え
コ
レ
ジ
ヨ
ホ
ー
ル

　
☎
７
３
‐
６
７
３
６

｢

里
親
出
前
講
座｣

の

ご
案
内

　
長
崎
県
里
親
育
成
セ
ン
タ
ー

「
す
く
す
く
」
で
は
、
様
々
な
事

情
で
親
と
暮
ら
せ
な
い
子
ど
も
を

家
庭
に
受
け
入
れ
て
育
て
る
里
親

制
度
に
つ
い
て
広
く
知
っ
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
里
親
制
度
の
説
明

会
を
開
催
し
ま
す
。

　
里
親
に
興
味
が
あ
る
人
は
、
お

気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
２
月
19
日
㈫

　
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

ば
西
有
家
総
合
学
習
セ
ン
タ
ー
カ

ム
ス

り
無
料　
も
不
要

問
長
崎
県
里
親
育
成
セ
ン
タ
ー

　
「
す
く
す
く
」 

　
☎
０
９
５
７
‐
５
３
‐
７
３
４
３

国
立
口
之
津
海
上
技
術
学
校 

生
徒
募
集

●
募
集
人
員…

30
人

●
試
験
日…

２
月
10
日
㈰

●
卒
業
で
取
得
で
き
る
資
格

　
高
等
学
校
卒
業
同
等
資
格
／
四

級
海
技
士（
航
海
）／
内
燃
機
関

四
級
／
海
技
士（
機
関
）／
第
二

級
海
上
特
殊
無
線
技
士

し
２
月
５
日
㈫

※

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
国
立
口
之
津
海
上
技
術
学
校　

　
教
務
課

　
☎
８
６
‐
２
１
５
２

青
色
申
告
を

始
め
ま
し
ょ
う
！

　
青
色
申
告
を
行
う
農
業
者
（
個

人
・
法
人
）
は
収
入
保
険
に
加
入

で
き
ま
す
。
収
入
保
険
は
、
全
て

の
農
産
物
を
対
象
に
自
然
災
害
や

価
格
低
下
な
ど
に
よ
る
収
入
減
少

が
生
じ
た
場
合
に
補
償
す
る
保
険

で
す
。

問
県
農
業
共
済
組
合
連
合
会

　
☎
０
９
５
７
‐
２
３
‐
６
１
６
１

　
ま
た
は
県
南
農
業
共
済
組
合

　
南
高
南
部
支
所

　
☎
８
４
‐
３
１
２
１

「
ふ
る
さ
と
発
見
塾
」

参
加
者
募
集

　
南
島
原
ガ
イ
ド
の
会
『
有
馬
の

郷
』
に
よ
る
「
ふ
る
さ
と
発
見
塾
」

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
来

や
繁
栄
、
弾
圧
ま
で
の
歴
史
や
、

有
馬
氏
の
居
城
日
野
江
城
に
つ
い

て
の
説
明
で
、
郷
土
の
歴
史
に
つ

い
て
分
か
り
や
す
く
説
明
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
２
月
24
日
㈰　
午
後
１
時
30
分

〜
４
時  ※

受
付
午
後
１
時
〜

ば
有
馬
キ
リ
シ
タ
ン
遺
産
記
念
館

な
南
蛮
船
来
航
と
キ
リ
ス
ト
教
布

教
、
有
馬
氏
の
居
城
日
野
江
城

跡
や
城
下
町

定
50
人

り
無
料

し
２
月
18
日
㈪

も
電
話
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
有
馬
の
郷（
南
島
原
ひ
ま
わ
り
観

　
光
協
会
内
） 

☎
６
５
‐
６
３
３
３

市
有
建
物（
未
利
用
建
物
）

の
貸
付
先
を
公
募
し
ま
す

　
未
利
用
市
有
建
物
の
有
効
活
用

と
し
て
貸
付
先
の
公
募
を
行
い
ま

す
。

●
貸
付
対
象
物
件…

旧
小
林
小
学

校
山
の
寺
分
校（
深
江
町
甲
５

１
４
３
番
地
）

●
面
積…

１
２
９
．１
５
㎡

※

借
受
け
を
希
望
さ
れ
る
人
は
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た

だ
く
か
、担
当
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

し
２
月
21
日
㈭　
午
後
５
時
必
着

も
必
要
書
類
を
持
参
ま
た
は
郵
送

問
管
財
契
約
課 

☎
７
３
‐
６
６
２
６

第　
回
有
馬
ひ
ょ
う
た
ん
展

〜
瓢
箪
ラ
ン
プ
と
工
芸
瓢
箪
〜

　
丹
精
を
込
め
、
繊
細
に
加
工
さ

れ
た
ひ
ょ
う
た
ん
が
数
多
く
展
示

さ
れ
ま
す
。
来
場
者
に
は
、
抽
選

で
ひ
ょ
う
た
ん
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

ま
す
。
ま
た
、
瓢
太
郎
人
形
づ
く

り
の
体
験
も
で
き
ま
す
。

と
３
月
２
日
㈯

　
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

　
３
月
３
日
㈰

　
午
前
９
時
〜
午
後
３
時

ば
北
有
馬
ピ
ロ
テ
ィ
ー
文
化
セ
ン

タ
ー
日
野
江

問
有
馬
愛
瓢
会
（
事
務
局
：
小
松
）

　
☎
８
４
‐
２
３
８
７

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長
崎

受
講
生
募
集

（
平
成　
年
度
修
了
生
就
職
率　
％
）

【
共
通
事
項
】

●
訓
練
科
名

　
機
械
加
工
／
Ｃ
Ａ
Ｄ
科
、
溶
接

施
工
科
、
電
気
設
備
技
術
科
、

設
備
管
理
科
、
住
宅
リ
フ
ォ
ー

ム
技
術
科
、
テ
ク
ニ
カ
ル
メ
タ

ル
ワ
ー
ク
科
（
お
お
む
ね
45
歳

未
満
の
人
）

●
受
講
料…

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代

な
ど
は
自
己
負
担
）

【
４
月
入
所
コ
ー
ス
】

●
訓
練
期
間

　
４
月
２
日
〜
９
月
30
日

●
選
考
日…

３
月
13
日
㈬

●
募
集
期
間

　
１
月
21
日
㈪
〜
３
月
１
日
㈮

【
６
月
入
所
コ
ー
ス
】

●
訓
練
期
間

　
６
月
６
日
〜
28
日　

　
以
降
は
７
月
入
所
コ
ー
ス
に
合
流

（
７
月
２
日
〜
12
月
25
日
）

●
選
考
日…

５
月
15
日
㈬

●
募
集
期
間

　
３
月
20
日
㈬
〜
４
月
26
日
㈮

問
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
長
崎

　
訓
練
課

　
☎
０
９
５
７
‐
２
２
‐
２
３
２
４

第　
回
南
島
原
市

セ
ミ
ナ
リ
ヨ
現
代
版
画
展

　
全
国
よ
り
集
ま
っ
た
応
募
作
品

の
中
か
ら
厳
正
な
審
査
を
経
た
入

賞
作
品
な
ど
約
８
５
０
点
を
展
示

し
ま
す
。
入
場
は
無
料
で
す
。

　
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

と
２
月
23
日
㈯
〜
３
月
３
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

ば
あ
り
え
コ
レ
ジ
ヨ
ホ
ー
ル

●
表
彰
式…

２
月
23
日
㈯

　
午
前
10
時
〜

●
巡
回
展（
選
抜
展
）

と
３
月
12
日
㈫
〜
４
月
11
日
㈭

ば
雲
仙
ビ
ー
ド
ロ
美
術
館

と
４
月
18
日
㈭
〜
21
日
㈰

ば
長
崎
県
美
術
館

●
関
連
企
画
展「
南
島
原
市
版
画
４

０
０
年
史 

〜「
聖
家
族
」「
セ
ビ
リ

ア
の
聖
母
」か
ら
渡
辺
千
尋
そ
し

て
セ
ミ
ナ
リ
ヨ
現
代
版
画
展
〜
」

と
２
月
１
日
㈮
〜
３
月
3
日
㈰

　
午
前
10
時
〜
午
後
６
時

※

月
曜
日
休
館

ば
ア
ー
ト
ビ
レ
ッ
ジ
・
シ
ラ
キ
ノ

問
生
涯
学
習
課 

☎
７
３
‐
６
７
０
３

18

　「くろがね川の　水きよし」。これは雲仙市立土黒小学校
の校歌の一節です。漢字で“鉄川”と表すくろがね川は、
土黒川の別名で、川の周りやその河口付近に黒光りする砂
鉄がたくさんたまっていることに由来しています。砂鉄は、
磁鉄鉱と呼ばれる鉱物が溶岩から分離したもので、磁石で
簡単に集めることができます。そのため、日本では磁鉄鉱
の粒を集めて加熱し、比較的温度が低くても純度の高い鉄
を採り出すことができる「たたら製鉄」の技法を用いて、
千年以上も前から様々な鉄製品がつくり出されてきました。
土黒川の周辺に金山という地名が残るほか、川の周りには
鉄を製錬した時にできた鉄くずも転がっています。それに
しても、なぜ土黒川の周りでたくさんの砂鉄が採れるので
しょうか？
　土黒川は、奥雲仙の美しい景色をつくる舞岳や鳥甲山の
麓に源流を持ち、近くの神代川や西郷川に比べて、山奥か

ら流れ始めています。源流付近では、雲仙火山でも比較的
古い時代にもたらされた溶岩や火山灰が、数十万年間も雨
風にさらされ、風化していることに加え、千々石断層の活
動によって地面に多くのひび割れも入っているため、溶岩
の中の磁鉄鉱が分離しやすい状態にあります。溶岩や火山
灰から分離し、川が運んだ磁鉄鉱は、他の砂粒に比べて比
重が大きいため、川の勾配が緩やかになる場所や、海岸の
波の穏やかな場所にたまります。それを先人たちが集め、
武器や農機具に加工していたのでしょう。
　地元の人が親しみを込めて「カナクソ」と呼ぶ、道端に
転がる不思議な形の鉄くずが、先人たちの生活を今に伝え
ています。

ひじくろがわ

じ てっこう

まいたけ

こうじろがわ さいごうがわ

とりかぶとやま

お問い合わせは…南島原市役所　☎73ー6600 くらしの情報

サーラさんの
「イタリア料理教室と交流会」

と２月13日㈬　午前10時～午後１時30分
ば深江公民館
なサーラさんのイタリア料理教室と交流会に参加してイタ
リア文化に触れてみませんか？

●講　師…国際交流員 サーラ 氏
●持参品…エプロン、三角巾など
定16人
り1,000円（材料費）
対市民または市内勤務の人
し定員になり次第締め切ります。
も電話または次の窓口で申し込んでください。
問深江公民館　☎７３－６７１６

日本を学ぶ｢日本刀｣と｢ことわざ｣講座
と２月20日㈬　午後１時30分～
ば原城オアシスセンター
な刀の各部の名称を詳しく解説し、それ
にまつわることわざを紹介します。

　併せて居合道の演武を行います。
●講　師…原賀　壽昭 氏（居合道夢想神伝流）
定30人　り無料
対市民または市内勤務の人
し定員になり次第締め切ります。
も電話または次の窓口で申し込んでください。
問原城オアシスセンター　☎７３－６７６６

公 民 館 講 座 受 講 生 募 集手捺染体験 ～てぬぐいに型染！～
と２月20日㈬　午後１時30分～
ば布津公民館
な染職人の指導を受けながら、好き
な型と染料を選び、楽しみながら
「マイてぬぐい」を作りましょう。
●講　師…前田　尚美 氏
●持参品…エプロン
定10人程度
り1,200円（材料費）
対市民または市内勤務の人
し定員になり次第締め切ります。
も電話または次の窓口で申し込んでください。
問教育振興班(布津公民館内)　☎７３－６７２６

薬草・ハーブの世界「ハーブティを楽しむ」
と３月２日㈯　午後１時30分～
ば西有家総合学習センターカムス
な自然の恵みで健康に！
定30人　り無料
対市民または市内勤務の女性
し定員になり次第締め切ります。
●講　師…野花菜グリーン代表　　山平　勝 氏
も電話または次の窓口で申し込んでください。
問西有家総合学習センターカムス　☎７３－６７４６

土黒川周辺にみられる、不思議な形をした「カナクソ」。
磁石が引き寄せられるほどに、鉄分が含まれています。

と2月16日土  午後１時30分～３時30分
ばがまだすドーム セミナー室
な平成30年度島原半島ジオパーク学術研究奨励事業を
活用して行われた、島原半島の湧水群や歴史・文化
に関する研究成果を発表します。
●発表者…長崎大学環境科学部 助教および佐賀大学
大学院地域デザイン研究科の大学院生
●題　目…島原半島の魅力発掘！～ジオパーク学術研
究成果発表会～
り無料
問島原半島ジオパーク協議会事務局
　☎０９５７ｰ６５ｰ５５４０

第28回 ジオ空教室
ぞら

て なっ せん

問 島原半島ジオパーク協議会　☎０９５７ｰ６５ｰ５５４０

つなごう未来へ！島原半島ユネスコ世界ジオパークジオパークで
あり続けるための取り組み

長い年月と川の流れがもたらした生活用具  ～ 土黒川の砂鉄 ～


